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趣旨説明



本シンポジウムの趣旨

•近年，LIGOにより合体相にある2つのブラックホールから成る
系から強い重力波が観測され，重力波天文学の幕が開けました．

重力波イベントGW170817

[B. P. Abbott et al., Phys. Rev. Lett. 119, 161101 (2017)] 
2



2017年ノーベル物理学賞

Dr. Rainer Weiss Dr. Barry C. Barish Dr. Kip S. Thorne 

[The URL of Nobelprize.org]より転載。

ブラックホール連星の合体からの
重力波の直接観測

LOGO検出器と重力波の観測による決定的な貢献
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•さらに，LiteBIRD等により，初期宇宙起源の原始重力波も近
い将来に観測される可能性も出て参りました．もし原始重力
波が検出されれば，宇宙創生期の急速な加速膨張であるイン
フレーションのエネルギースケールを知ることができます．

宇宙背景放射（CMB）

[Planck衛星のURL

(http://www.cosmos.esa.int/web/

planck/picture-gallery）] 



本シンポジウムの趣旨•本シンポジウムでは，現在活発に研究が進められている重力波
宇宙論の現状と今後の展望について，特に一般相対性理論，重
力理論に関連したいくつかのトピックに注目します．重力理論
に興味を持つ幅広い分野の方々を対象としております．

超新星の観測

[N. Suzuki et al. [Supernova Cosmology Project 

Collaboration], Astrophys. J.  746, 85 (2012)] 

ブラックホールの影（シャドウ）

[イベントホライズンテレスコープ（ETH）研究
チームの田崎文得氏の発表ファイルより転載] 
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本シンポジウムの内容

•第一線で活発に研究を進めておられる日本の著名な研究者なら
びに若手研究者の解説を通して，重力波宇宙論に関する近年の
動向および将来の展望などについて議論させていただきます．

• [1]横山順一氏には「インフレーションと重力波」についてご講
演いただき，[2]早田次郎氏には「重力波と量子論」について解
説していただきます．また，[3]木内建太氏には「重力波天文
学」について，[4]佐々木節氏には「原始ブラックホールと重力
波」について，[5]本橋隼人氏には「暗黒エネルギー／修正重力
と重力波」について，それぞれご講演をいただきます．最後に
[6]黒柳幸子氏から，将来の実験を含めて「重力波宇宙論の展
望」を解説していただきます． 6
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